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の育成が可能であることを示した。本論文は、以下の 10 章（5 つの研究）からなる。 
 第 1 章の序論では、まず、研究動機を述べ、次に、中国の大学における日本語専攻教育、
特に会話教育が直面している課題を挙げ、問題の所在を示した。最後に、本研究の研究目的
を述べた。 








































































第 8 章では、【研究 4】の結果と考察を報告した。【研究 3】が授業終了直後の受け止めであ
るのに対して【研究 4】は授業終了後一定の時間をあけた 3 年後の受け止めを探った。研究
課題は、授業終了 3 年後の受講生は、卒業後、かつて自ら受講した持続可能性日本語会話授
業を現時点でどのように受け止めているかを明らかにすることである。授業終了直後の受け

























る。卒業受講生 7 名に半構造化インタビューを行い収集したデータに対して SCAT を用いて分
析した。その結果、卒業受講生は、当時の授業で浮き彫りになった食をめぐる課題につい
て、現在の自己の生活や仕事と結び付けながら継続して考え続けていることが分かった。特







 最後に第 10 章では、【研究 1】から【研究 5】の結果を踏まえて、中国の大学における日本
語専攻の日本語学習者に対する生態学的リテラシーを統合した会話スキルの育成を目指す持
続可能性日本語会話授業のモデルを提示し、教育現場への示唆を述べた。その後、本論文の
意義を示した。最後に本研究の限界と今後の課題を述べた。 
本研究で使用したデータは限定的であるが、生態学的リテラシーを統合した会話スキルの
育成を目指す持続可能性日本語会話授業の必要性と実現可能性を示すことができ、次の 5 つ
の示唆が得られた。 
第一に、母語の活用による大学生の知的レベルに相当する高度な内容が保証できる。 
第二に、授業外と授業内における概念化・言語化・音声化の分離を通して認知資源の分配
ができる。 
第三に、生存に関わる内容を取り入れることで自律学習の育成に繋がる。 
第四に、学習者が自ら経験した学習活動を評価することの可能性がある。 
第五に、人的ネットワークの維持することを通して生態学的自他支援システムの構築の可
能性がある。 
本論文の意義としては、第一に、会話授業の問題が複層化されていたことを明示すること
で、今後、日本語会話教育の問題改善に繋がることが考えられる。第二に、実証的な手続き
を通して日本語会話授業の改善方法の一つを示したという点で、意義があると考える。第三
5 
に、横断的研究と縦断的研究を行い、中国の大学における日本語会話授業を通して単純に日
本語を使うだけではなく、既有能力を発揮しながら、学んだ知識と自分の生きることを統合
することができることを示した。次は、本研究の限界及び今後の課題について述べる。 
第一に、主に半構造化インタビューを行い、データを収集したことである。今後、双方向
なデータ収集方法である対話的問題提起学習の方法を援用してデータを収集することを課題
としたい。 
第二に、限られた地域で、限られたレベルの対象者に行われた質的調査である。今後、全
国規模の地域・各レベルの対象者に量的調査を実施し、本モデルを検証することが必要であ
ると考えられる。 
第三に、3 回しか持続可能性日本語会話授業を行えなかった。主体性の育成に限界がある
と考えられる。今後、長期間の授業を行い、この螺旋的な変化のプロセスを明らかにし、学
習者の主体性の育成を探ることを課題にしたい。 
第四に、日本語会話スキルが育成かどうか、測っていない。今後、授業を通して日本語会
話スキルが向上されたかどうかを明らかにすることが今後の課題である。 
第五に、研究 4 の結果から見られた問題点を改善するため、「研究と実践の連携」を通して
具体的な改善策を講じて新たな実践を行うことを今後の課題としたい。 
第六に、本研究の実践者は筆者一人であるが、教案作成から授業の実施、そして、データ
の分析まで多くの方々の力を借りた。今後、他の教員と協力して行うチーム・ティーチング
や、中国の国内、国外の教師陣との交流活動を通してより良い授業を構築することができる
かが重要な課題である。 
 
 
